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■連絡(通告)機関
○社会福祉課家庭児童相談室

1内線７７２０１
○中央児童相談所(前橋市)

1０２７(２６１)１０００
○沼田保健福祉事務所利根沼田児童相談グループ

1○23２１８５
○ぐんまこども相談センター(24時間対応)

1０１２０○78３８８４
※秘密は厳守されます

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の

５
カ
条

１「
お
か
し
い
」と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず

連
絡(

通
告)

２「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」は
言
い
訳
。

子
ど
も
の
立
場
で
判
断

３
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
。
あ
な

た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
即
実
行

４
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場
。

子
ど
も
の
命
が
最
優
先

５
虐
待
は
、
あ
な
た
の
ま
わ
り
で
も

起
こ
り
う
る(

特
別
な
こ
と
で
は

な
い)

22222222222222222

■児童虐待防止推進月間標語

きこえるよ
耳をすませば 心のさけび



な
ぜ
、
高
齢
者
の
医
療
制
度
を
変

え
る
の
で
す
か

Ａ
市
町
村
単
位
で
現
行
の
老
人
医
療

制
度
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
財

政
上
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
国
は

関
係
の
法
律
を
改
正
し
て
、
保
険

の
単
位
を
市
町
村
単
位
か
ら
都
道

府
県
単
位
に
変
更
し
、
運
営
は
広

域
連
合
が
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

本
県
で
は
、
今
年
２
月
に
県
内
全

市
町
村
で
構
成
さ
れ
る「
群
馬
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合(

前

橋
市)

」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
者
に
変
更
は
あ
り
ま
す
か

現
在
の
制
度(

老
人
保
健
制
度)

と

同
じ
で
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
内
に
住
む
75
歳
以
上
の
人
と
65

歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
人

が
対
象
で
す

い
ま
、
使
用
し
て
い
る
保
険
証
は

ど
う
な
り
ま
す
か

現
在
の
保
険
証
は
、
来
年
３
月
31

日
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。
４
月
１

日
以
降
は
、
新
し
い
保
険
証
に
な

り
ま
す
の
で
、
古
い
も
の
は
破
棄

す
る
な
ど
各
人
で
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
健
康
保
険
組
合
な

ど
の
保
険
証
は
発
行
元
に
返
却
し

て
く
だ
さ
い

新
し
い
保
険
証
は
い
つ
も
ら
え
ま

す
か

来
年
３
月
に
お
渡
し
す
る
予
定
で

す平
成
20
年
度
中
に
、
県
内
の
ほ
か

の
市
町
村
に
引
っ
越
し
た
場
合
、
保

険
証
を
作
り
直
す
こ
と
に
な
り
ま

す
か

作
り
直
し
に
な
り
ま
す
。
県
外
に

住
所
が
移
る
と
き
も
同
様
で
す

詳
し
い
こ
と
は
、
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
事
務
局
1
０
２
７(

２

５
６)

７
１
７
１
、
ま
た
は
市
民
課

国
保
係
1
内
線
３
１
３
２
へ
。
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シリーズ

平
成
20
年
４
月
ス
タ
ー
ト

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

10
月
号
で
は
、
制
度
の
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
が
、
今
月
か
ら
来
年

３
月
ま
で
は
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ Ａ

ＡＡＡ

Ａ

特別障害者手当、障害児福祉手当と特別児童扶養手当
社会福祉課障害福祉係1内線７７２６８、白沢町市民課1内線３４、利根町市民課1内線４３

特別障害者手当と障害児福祉手当
■受給資格 特別障害者手当は、在宅で著しく重度の障害の状態にあるため、日常生活に常時特別の介護を
必要とする20歳以上の人に支給されます。ただし、社会福祉施設に入所している場合や、病院に３カ月
を超えて入院しているときには支給されません。
障害児福祉手当は、在宅で日常生活に常時介護を必要とする20歳未満の人に支給されます。ただし、障
害を支給事由とする給付を受けている場合や、社会福祉施設へ入所しているときには支給されません

■手当ての額と支払い 特別障害者手当が月額26,440円、障害児福祉手当が月額14,380円です
■支給月 ２月、５月、８月、11月に前月分までの手当てが、指定された金融機関口座(郵便局を除く)に
振り込まれます

■支給の制限 本人、または扶養義務者の所得が一定額を超える場合には、支給が停止されます

特別児童扶養手当
■受給資格 心身に障害を持つ児童を養育する父または母、父母以外で児童を養育している人に支給されま
す。ただし、児童が｢障害を支給事由とする年金を受けることができるとき｣や｢児童福祉法などにより施
設に入所しているとき｣には支給されません

■手当ての額と支払い 障害の程度によって、１級が月額50,750円、２級が33,800円となります
■支給の制限 所得が一定額を超える場合には、支給が停止されます
■支給月 ４月、８月、11月の年３回で、前月分までの４カ月分が振り込まれます
※振込口座 10月から、郵便局に加えて、銀行などの金融機関口座でも振り込みが可能となりました。手
当ての振り込み不能を防ぐために金融機関の証明をもらう必要があります

■支給の制限 所得が一定額を超える場合には、支給が停止されます

手当ての請求手続き
いずれの手当ても、認定請求書に所定の診断書と関係書類(窓口に用意)を添えて提出してください。
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平成18年度

決 算
一般会計は、歳入217億円、歳出208億円
第３回市議会定例会において、平成18年度一般会計および特別会計７件
の歳入歳出決算と水道事業決算が認定されました。一般会計の歳入は216
億7,335万円、歳出は208億520万円です。また、各会計別の決算はグラ
フと表のとおりです。金額は万円単位にしたため、端数処理をしてあります。

詳しいことは、財政課財政係1内線３２６２へ。

一般会計

特別会計

水道事業

人口 54,732人　世帯 19,760世帯 (平成19年3月31日現在)

※資本的収入額が支出額に対して不足する額1億3,843万円
は消費税、地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益
勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金で補てんした

市民１人あたりと
１世帯あたりの
歳入と歳出

１世帯あたりの歳入
1,096,830円

１世帯あたりの歳出
1,052,895円

区　　分 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額

国民健康保険

老 人 保 健

介 護 保 険

簡易水道事業

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

温 泉 事 業

59億9,592万円

54億879万円

31億8,394万円

5億1,362万円

22億7,620万円

2億4,267万円

2億7,615万円

58億7,455万円

54億879万円

30億6,094万円

5億1,355万円

22億7,620万円

2億4,267万円

2億7,318万円

1億2,137万円

－

1億2,300万円

7万円

－

－

297万円

区　　分
収益的収入および支出

資本的収入および支出

4億4,947万円

5,892万円

4億187万円

1億9,735万円

収入済額 支出済額

１人あたりの歳入
395,990円

１人あたりの歳出
380,129円
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は
、
歳
入
・
歳
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決
算
額
、
実
質
公
債
費
比
率
を
類
似
規
模
の
団
体
と
比
較
し
て
、
本
市
の
財
政

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
た
め
の
指
標
で
あ
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収
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す
。
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ゆ
と
り)
を
図
る
指
標
と
し
て「
経
常
収
支
比
率
」が
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収
支
比
率
と
は
、
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付
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収
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経
常
的
な
支
出)

の
割
合
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
家
計
に
例
え
る
と
、
毎
月
、
決
ま
っ
て
入
っ
て
く
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※数値が高いほど財政構造にゆとりがないことになります。一般
的に市では80％を超えるとゆとりがないといわれています

×100

類似規模の団体との比較

沼田市 富岡市 藤岡市 安中市 みどり市

104.7％ 99.2％ 95.1％ 92.8％ 91.8％
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経常収支比率の推移
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利用開始は11月18日(日)から
すべての子育て家庭を地域や企業、行政が一体となって応援するため｢ぐ
んまちょい得キッズパスポート(略称：ぐーちょきパスポート)事業｣を開始
します。
この事業は、あらかじめ配布した｢ぐーちょきパスポート(右図)｣を提示す
ることで、本事業に賛同する企業から｢ちょっとお得｣な特典が受けられる
もので、子育て家庭を応援する事業です。ぜひご活用ください。
また、本事業に協賛していただける店舗や企業(ぐーちょきショップ)を募
集しています。奮ってご参加ください。

制度の内容などについて
■利用対象者
▽中学生までの子どもを持つ家庭および妊娠中の人とその家庭(店舗の特典
内容により異なることがあります)
▽対象となる家庭には、11月上旬から、保育園・幼稚園・小中学校や市の
窓口を通じてパスポートを配布します
※上記の方法でお手元に届かない場合は、社会福祉課にお越しください
■特典内容
▽代金割引・ポイント追加・無料サービスなど、各協賛店舗や企業ごとに
設定します
▽これらの特典は、協賛店舗などの厚意により提供されるものです
▽協賛店舗や特典内容などについては、社会福祉課子育て支援係か県の子
育てに関するポータルサイト｢ぐんま子育て応援インフォメーション
(http://kodomo.pref.gunma.jp)｣で確認してください
■利用方法
▽パスポートを協賛店舗などに提示してください(県内全域で使用できます)
※記名されたお子さん(妊娠中の人)とその家族に限り利用できます
※第三者に譲渡、貸与はできません
■有効期限
▽有効期限は、平成22年３月末までです
※記名されたお子さんが中学校を卒業した場合は、市の窓口にカードを返
納してください

協賛店舗などの募集について(経営者の皆さんへ) 
■協賛の内容
▽パスポートを提示したお客さんに特典を提供していただきます
▽特典内容は代金割引・ポイント追加・無料サービスなど、協賛店舗や企業で自由に決めていただきます
■協賛申し込みの手続き
▽申込書に必要事項(店舗などの名称、連絡先、特典内容、PRなど)を記入し、提出してください
※申込書は、社会福祉課で受け取ってください。また、上記ポータルサイトから印刷することもできます
■協賛ステッカー
▽協賛店舗に配布されるステッカー(右図)を店頭に掲示していただきます
■協賛のメリット
▽子育て家庭を応援する店舗であることをＰＲできます
▽子育て家庭にやさしい店舗としてイメージがアップします
▽お店の名称や所在地、特典内容などは、上記ポータルサイトに掲載されます
詳しいことは、社会福祉課子育て支援係1内線７７２５７、または県健康福祉局健康福祉課こども未来室1０２７(２
２６)２５２５へ。

■協賛ステッカーのイメージ

■優待カードのイメージ



住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
、
所
得
税
だ

け
の
制
度
で
し
た
が
、
税
率
改
正
に

よ
り
所
得
税
が
減
少
す
る
こ
と
で
控

除
し
き
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
既
存
適
用
者
の
税
負
担
が
増
加
し

な
い
よ
う
に
、
税
源
移
譲
前
の
所
得

税
額
を
控
除
で
き
た
額
と
同
じ
負
担

軽
減
に
な
る
よ
う
に
、
住
民
税
を
減

額
す
る
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

計
算
方
法

前
年
分
の
所
得
税
に
係

る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
限
度
額
と
税

源
移
譲
前
の
税
率
で
計
算
し
た
前

年
分
の
所
得
税
額
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
小
さ
い
方
か
ら
税
源
移
譲
後

の
税
率
で
計
算
し
た
前
年
分
の
所

得
税
額
を
引
い
た
額

該
当
者

平
成
11
年
か
ら
18
年
末
ま

で
に
居
住
し
、
現
在
、
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
適
用
を
受
け
て
い
る
人

で
、
税
率
改
正
に
よ
り
所
得
税
額

か
ら
控
除
す
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

額
が
減
少
す
る
人

手
続
方
法

来
年
１
月
４
日
か
ら
３

月
17
日
ま
で
に
、「
市
県
民
税
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告

書
」の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
申
告
書
は
、
制
度
に

該
当
す
る
場
合
に
は
毎
年
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す

※
申
告
書
は
、
来
年
１
月
か
ら
税
務

課
窓
口
で
配
布
し
ま
す

今
年
中
の
所
得
が
大
き
く
減
少
し

所
得
税
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
今
年
度
分
の
住
民
税(

昨
年
中

の
所
得
で
計
算)

で
税
負
担
が
増
加

し
た
部
分
を
所
得
税
で
減
額
調
整
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
次
の
条
件
に
該

当
す
る
場
合
に
は
、
今
年
度
分
の
住

民
税
を
税
源
移
譲
前
の
住
民
税
額
ま

で
減
額
す
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ

ま
す
。

該
当
者(

次
の
①
と
②
を
満
た
す
人)

①
今
年
度
の
住
民
税
課
税
所
得
金
額

(

申
告
分
離
課
税
分
を
除
く)

よ
り

所
得
税
と
の
人
的
控
除
額
の
差
の

合
計
額
が
小
さ
い
人

②
来
年
度
の
住
民
税
の
課
税
所
得
金

額(

申
告
分
離
課
税
分
を
含
む)

よ

り
、
所
得
税
と
の
人
的
控
除
額
の

差
の
合
計
額
が
多
い
人

手
続
方
法

来
年
７
月
１
日
か
ら
７

月
31
日
ま
で
に
、「
市
県
民
税
減

額
申
告
書
」の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
転
入
者
の
場
合

に
は
、
今
年
１
月
１
日
現
在
に
住

所
の
あ
っ
た
市
町
村
長
へ
提
出
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す

※
申
告
書
は
、
来
年
６
月
か
ら
税
務

課
窓
口
で
配
布
し
ま
す

従
来
の
損
害
保
険
料
控
除
が
改
組

さ
れ
、
来
年
度
課
税
分
か
ら「
地
震

保
険
料
控
除
」が
創
設
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
支
払
っ
た
保
険
料
の
二

分
の
一(

二
万
五
千
円
が
上
限
額)

が

所
得
控
除
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
末
ま
で
に
締
結
し
た
長

期
損
害
保
険
料
は
、
以
前
の
損
害
保

険
料
控
除
を
適
用
す
る
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
経
過
措
置
と

地
震
保
険
料
控
除
の
両
方
を
適
用
で

き
る
場
合
の
上
限
額
は
、
二
万
五
千

円
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
短
期
損
害

保
険
料
控
除
は
廃
止
に
な
り
ま
す
。
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来
年
度
の
個
人
住
民
税
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す

税
務
課
市
民
税
係
1
内
線
３
１
４
４

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に
伴
う
、
住
民
税
率
と
所
得
税
率
の

改
正
に
よ
り
、
個
人
の
税
負
担
額
が
増
え
な
い
よ
う
に
調
整
す
る

た
め
、
新
た
に
次
の
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除(

住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除)

年
度
間
の
所
得
の
変
動
に
係
る

経
過
措
置(

平
成
19
年
度
分
の
住

民
税
の
み
適
用)

地
震
保
険
料
控
除

新教育委員に関矢さんと石川さん

教育委員会は、５人の委員で構成されています。
このうち、関矢実さん(下久屋町)と石川初雄さん
(上之町)が、10月１日付けで新教育委員に任命さ
れました。

関矢 実さん

新教育委員長に角田さん

10月１日に開催された教育委員会では、教育委
員長に角田世司さん(利根町多那)が選ばれました。

角田 世司さん

石川 初雄さん



年
金
制
度
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
三
年

度
か
ら「
年
金
週
間
」を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
多
く
の
人
に
制

度
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
ね
ん
き

ん
月
間
」に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
に
身
近
で

大
切
な
国
民
年
金
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い

国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が
高
齢

者
世
代
を
支
え
る「
世
代
間
扶
養
」の

仕
組
み
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

働
く
世
代
が
負
担
す
る
保
険
料
が
高

齢
者
世
代
の
収
入(

年
金)

に
な
り
、
日

本
の
経
済
社
会
が
続
く
限
り
決
し
て

つ
ぶ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
国
の
負
担
に
よ
り
納
め
た
保
険
料

以
上
の
年
金
を
保
障

年
金
の
給
付
に
必
要
な
費
用
の
三

分
の
一
が
、
国
の
負
担
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

※
国
の
負
担
は
、
平
成
21
年
度
ま
で

に
、
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す

●
長
い
老
後
を
支
え
る
安
心
の
終
身

保
障

国
民
年
金
は
、
生
涯
に
わ
た
り
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
不
測
の
事
態
に
も
対
応

病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
や
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族

を
守
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
を
受
け
る
た
め
に
は
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

国
民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険
料
の

納
付
は
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
渋
川
社
会
保
険

事
務
所
1
０
２
７
９
○
１
６
１
１
へ
。

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
資
料
の

閲
覧(

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・http://w

w
w
.sia.go.jp)

※
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
は
、
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す

▽
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
1
０
５
７
０

○
１
１
６
５(

い
い
ろ
う
ご)

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で

8

広報ぬまた 平成19年11月１日

年金の窓口から
11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」で
す

年
金
に
関
す
る
情
報
提
供

05

22

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾

燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
も
厳

し
く
な
り
、
暖
房
器
具
を
使
用
す
る

機
会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
住
宅
火

災
の
発
生
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

日
常
生
活
で
見
落
と
し
が
ち
な
火

災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
整
理
し
、
こ
の
機
会
に
再
確
認
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防

災
係
1
内
線
３
３
６
１
へ
。

｢火は見てる  その時を｣

11/9～15

■８月19日　地域防災訓練(川田地区)

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を

火は見てる

あなたが離れる その時を



ス
プ
レ
ー
缶
は「
燃
や
せ
な
い
ご

み
」で
は
な
く「
指
定
金
属
」で
す
。

最
近
、「
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
日
」に

ス
プ
レ
ー
缶
が
た
く
さ
ん
排
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
に
は
中
身
が
残
っ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
を
捨
て
る
と
き
に
は

中
身
を
使
い
切
る
か
、
専
用
の
器
具

な
ど
で
穴
を
開
け
、
完
全
に
ガ
ス
を

抜
い
て
か
ら「
指
定
金
属
の
袋
」に
入

れ
、「
資
源
の
日
」に
出
し
て
く
だ
さ

い
。中

身
の
残
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
は
火

災
の
原
因
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
資
源
と
し
て
出
さ
れ
た
ス
プ

レ
ー
缶
は
、
貴
重
な
金
属
資
源
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。詳

し
い
こ
と
は
、
生
活
課
廃
棄
物

対
策
係
1
内
線
７
７
３
７
３
・
７
７

３
７
４
へ
。

「
ヤ
フ
ー
」の
公
売
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

を
利
用
し
て
、
市
税
な
ど
の
滞
納
処

分
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
美
術
品
な

ど
の
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://koubai.au

ction
s.yah

oo.co.jp/)

で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
公
売
参
加
申
し
込
み
期
間

▽
11
月
15
日(

木)

午
後
１
時
〜
29
日

(

木)

午
後
５
時

※
入
札
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
参
加
申
し
込
み
を
済
ま
せ
て
い

な
い
と
行
え
ま
せ
ん

■
下
見
会
を
開
催

と
き

11
月
20
日(

火)

午
後
２
時
〜

４
時
30
分

と
こ
ろ

白
沢
町
振
興
局

■
入
札
期
間

▽
12
月
４
日(

火)

午
後
１
時
〜
６

日(

木)

午
後
１
時
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確
認
し
て
く
だ
さ
い

ス
プ
レ
ー
缶
は「
指
定
金
属
」で
す

差
し
押
さ
え
た
動
産
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
売

税
務
課
徴
収
対
策
室
1
内
線
３
１
４
０

土地は、私たちにとって限られた貴重な

資源であり日常生活や経済活動に欠かせな

い基盤です。

その利用や取引にあたっては｢土地基本

法｣に定められた次の４つの基本理念を尊

重し適正な届け出や事前協議を行いましょ

う。

▽土地は、公共の福祉が優先されます

▽適正に、計画に従って利用されることが

必要です

▽投機的な土地取引を行ってはいけません

▽土地の価値の増加に伴う、利益に応じた

適切な負担が求められます

●土地取引の届け出について

一定面積以上の土地取引を行った場合は

国土利用計画法により、届け出が義務付け

られています。

都市計画区域内では、５千平方メートル

以上、都市計画区域外では、１万平方メー

トル以上のまとまった土地の売買契約や売

買予約、譲渡担保、代物弁済、交換、賃借

権の設定などの取引を行った場合に届け出

が必要です。

土地取引にかかる契約をしたときは、権利取得者(売

買の場合であれば買主)は、契約締結後２週間以内に必

要な事項について、市を経由して県知事に届け出をし

てください。

●開発行為の事前協議について

市では、乱開発を防ぎ、良好な居住環境を保つため

に、地域開発事業指導要綱を定めています。市内で３

千平方メートル以上の土地の区画形質の変更を行う場

合は、事前に開発計画に対して指導を行っていますの

で、計画協議書の提出が必要となります。

また、建物を建築するため土地の区画形質の変更を

行う開発行為面積が、都市計画区域内では、３千平方

メートル以上、都市計画区域外では、１万平方メート

ル以上の場合は、都市計画法の規定により県知事の許

可が必要です。

詳しいことは、都市計画課計画係1内線４２２７へ。

土
地
の
利
用
や
取
引
に
あ
た
っ
て

ガスを完全に
抜いてから

「資源」の日に出す
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催
眠(

さ
い
み
ん)

商
法
を
ご
存
知

で
す
か
？
無
料
で
日
用
品
を
あ
げ
る

と
釣
っ
て
、
空
き
店
舗
や
民
家
の
空

き
地
な
ど
に
人
を
集
め
、
健
康
や
体

の
話
を
し
て
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
ま
す
。
聞
い
て
い
る
人
た
ち
を
ど

ん
ど
ん
興
奮
状
態
に
さ
せ
て
、
最
後

に
高
額
な
商
品(

布
団
や
健
康
器
具
、

健
康
食
品
な
ど)

を
売
り
つ
け
る
と

い
う
商
法
で
す
。
冷
静
さ
を
失
い
、

場
の
雰
囲
気
に
流
さ
れ
、
つ
い
契
約

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
中
に
は
、
契

約
し
な
い
と
帰
れ
な
か
っ
た
り
、
数
人

の
男
性
に
囲
ま
れ
脅
迫
め
い
た
こ
と

を
言
わ
れ
、
し
ぶ
し
ぶ
契
約
さ
せ
ら

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

「
新
商
品
普
及
会
」
の
頭
文
字
を

取
っ
て
、
Ｓ
Ｆ
商
法
と
も
呼
ば
れ
、

古
く
か
ら
あ
る
商
法
で
手
を
変
え
品

を
変
え
、
い
ま
だ
に
な
く
な
り
ま
せ

ん
。最

近
の
相
談
事
例
で
は
、
官
公
庁

の
名
を
か
た
っ
て
保
険
金
や
医
療
費

を
還
付
す
る(

払
い
戻
す)

と
い
っ
た

不
審
な
電
話
も
あ
り
ま
す
。
還
付
の

手
続
き
を
今
日
中
に
行
う
よ
う
促

し
、
担
当
者
に
つ
な
ぐ
の
で
プ
ッ
シ

ュ
ダ
イ
ヤ
ル
の「
９
番
」を
押
す
よ
う

音
声
テ
ー
プ
が
流
れ
ま
す
。「
９
番
」

を
押
す
と
担
当
者
が
出
て
、「
医
療
費

を
払
い
戻
す
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ(

現
金
自

動
預
け
払
い
機)

に
行
っ
て
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
」と
言
わ
れ
ま
す
。

行
政
機
関
で
は
電
話
で
還
付
を
お

知
ら
せ
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
か
せ
て
手

続
き
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
架
空
請
求(

身
に
覚
え
の

な
い
請
求)

の
ハ
ガ
キ
は
、
依
然
と

し
て
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
最
近
は

「
民
事
訴
訟
裁
判
通
達
書
」と
い
う
名

目
で
、
発
信
人
は
架
空
の
法
人
を
記

載
し
て
い
ま
す
。
身
に
覚
え
が
な
け

れ
ば
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

以
上
の
二
つ
の
事
例
は
い
ず
れ
も

最
終
的
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る

「
振
り
込
め
詐
欺
」と
み
て
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

返
済
し
き
れ
な
い
借
金(

多
重
債
務)

を
抱
え
て
悩
ん
で
い
る
人
へ

借
金
の
返
済
の
た
め
に
借
金
を
繰

り
返
す
の
は
、
た
だ
た
だ
状
況
を
悪

化
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
す
。
次
第
に

余
裕
を
失
い
、
冷
静
な
判
断
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

追
い
詰
め
ら
れ
て
ヤ
ミ
金(

違
法

な
貸
金
業
者)

に
手
を
出
し
て
し
ま

う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

多
重
債
務
に
お
悩
み
の
人
、
ま
ず

は
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

催
眠
商
法
に
ご
注
意
を
！

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
○
１
５
０
０

20

こんな事例がありました

以上のような事例では、解約したい場合、クーリングオフ制度

をご活用ください。クーリングオフ制度は、訪問販売など店舗以

外で契約した場合、契約した日を含め、８日以内ならば無条件に

解約できます。商品を使っていても解約できます。

※例外もありますので、詳しくは消費生活センターにお問い合わ

せください

また、本人は自己の反省から周りに言うのをためらって、その

まま放置しておくケースもあります。ご家族など周りの人が見守

り、早めに発見できれば被害を防ぐことができるでしょう。

｢近所に全商品100円で売っている所があるよ｣と自宅に
見知らぬ男性が来た。断ったが外で待っているので仕方
なく出ると、ある空き地へ連れて行かれた。いくつか商
品を買ったら、男性がそれを車に積んで、親切に自宅ま
で送ってくれた。自宅に着いて買ったものを運んでいる
と、いきなり契約書を渡され、布団を買うよう強いられ
た。送ってくれた手前断ることもできず、しぶしぶ契約
書に名前を書き、ハンコを押してしまった。

消費者講演会を開催
「食の安全・安心を考える

～食品添加物のはなしと食品表示の見方～」
今、私たちのまわりには食品の偽装表示、消費期限不正

表示など食品に関してさまざまな事件がおきています。
消費者講演会では、気になる食品添加物を例にあげて食

品の安全性はどのように確保されているのか、また、食品
表示の見方などを分かりやすく講演していただきます。お
気軽にお出掛けください。
とき 11月９日(金)午後１時30分～３時
ところ 市保健福祉センター４階多目的ホール
講師 群馬県食品安全会議事務局　田仲久人さん
参加費 無料

生活課市民生活係1内線７７３５２



11 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

一
般
か
ら
小
学
生
、
ま
た

小
学
生
と
そ
の
家
族
を
対
象

に
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
ま

で
コ
ー
ス
距
離
を
分
け
て
開

催
し
ま
す
。
澄
み
切
っ
た
秋

空
の
も
と
、
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
こ
の
大
会
は
来
年

一
月
に
行
わ
れ
る
群
馬
県
百

キ
ロ
駅
伝
競
走
大
会
の
参
考

レ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。

と
き

11
月
23
日(

金)

午
前

９
時
開
会(

小
雨
決
行)

集
合
場
所

利
根
実
業
高
校

校
庭

コ
ー
ス
距
離
・
種
別

◎
1.5
㎞
コ
ー
ス
　
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
部(

三
年
生
以
下
の

小
学
生
と
家
族)
、
小
学

生
の
部(

４
年
生
以
上)

◎
4.5
㎞
コ
ー
ス
　
一
般
男
子
、

一
般
女
子
、
40
歳
以
上
、

中
学
生
の
部

◎
10
㎞
コ
ー
ス
　
一
般
男
子
、

高
校
生
男
子
の
部

参
加
資
格

本
市
と
利
根
郡
内
に
在

住
、
在
勤
、
在
学
す
る
人

申
し
込
み

11
月
12
日(

月)

ま
で
に

所
定
の
様
式
で
市
民
体
育
館
・
白

沢
町
・
利
根
町
教
育
支
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
体
育
課
1

９
４

４
４
へ
。

第
五
十
四
回
沼
田
市
民
大
運
動
会

が
、
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
、
十

月
七
日(

日)

に
沼
田
市
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
前
回
優
勝
の
利

南
支
部
を
代
表
し
て
藤
井
舞
選
手
に

よ
る
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
民
大
運
動
会
は
十
支
部
対
抗

で
行
わ
れ
、
役
員
・
選
手
を
合
わ
せ

て
総
勢
三
千
五
百
人
が
参
加
し
、
二

十
一
種
目
の
競
技
で
得
点
を
競
い
ま

し
た
。

団
体
競
技
の
集
団
縄
跳
び
・
玉
入

れ
・
二
人
三
脚
リ
レ
ー
・
綱
引
き
で

は
、
各
支
部
が
十
分
に
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

ま
し
た
。
注
目
の
支
部
対
抗
で
は
利

南
支
部
が
接
戦
の
末
、
薄
根
支
部
を

振
り
切
り
、
大
運
動
会
の
優
勝
旗
を

手
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
総
合
得
点
を
集
計
し
た
結

果
、
利
南
支
部
が
総
合
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集利根沼田ロードレース大会　参加者募集

第37回市民体育大会総合の部　結果

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

利
南
支
部
が
優
勝

総
合
優
勝
も
利
南
支
部

第
五
十
四
回
沼
田
市
民
大
運
動
会

支　部

利南支部

薄根支部

池田支部

東部支部

利根支部

西部支部

北部支部

白沢支部

川田支部

中部支部

111.5

114.0

86.0

114.0

77.5

94.0

101.0

55.5

52.0

43.5

100.0

90.0

80.0

40.0

70.0

50.0

20.0

60.0

30.0

10.0

211.5

204.0

166.0

154.0

147.5

144.0

121.0

115.5

82.0

53.5

優　勝

準優勝

第３位

第４位

第５位

第６位

第７位

第８位

第９位

第10位

市民体育大会 市民大運動会 総合得点 順位

とき 11月25日(日)午前９時開会、９時30分競技開始
ところ 市民体育館
参加資格 市内に在住、在勤、在校(高校生以上)する人、または協
会登録者
種目 ダブルス
種別 一般男子(混合を含む)、一般女子、初心者男子(混合を含む)、
初心者女子
※予選リーグ、順位別トーナメント方式とする
申し込み 11月12日(月)までに所定の申込用紙で市民体育館・白
沢町・利根町教育支所へ
詳しいことは、体育課1 ９４４４へ。

市民バドミントン大会
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「
納
め
よ
う
。

税
が
僕
等
の

未
来
に
か
わ
る
。」

平
成
十
八
年
度
税
に
関
す
る
標
語

沼
田
市
長
賞
薄
根
中
学
校
松
井
裟
紀

さ
ん
の
作
品

市
税
の
納
入
方
法
は
？

市
税
の
納
入
は
、
金
融
機
関(

銀

行
、
郵
便
局
な
ど)

の
窓
口
に
、「
口

座
振
替
依
頼
書
」を
提
出
す
る

こ
と
で
、
指
定
の
口
座
か
ら
納

期
に
自
動
的
に
引
き
落
と
す
口

座
振
り
替
え
に
よ
る
方
法
と
、

税
務
課
や
金
融
機
関
の
窓
口
で
、

直
接
、
現
金
で
納
入
し
て
い
た

だ
く
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
平

成
十
九
年
四
月
か
ら
、
提
携
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。納

入
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
は
、
全
国
の
十
四
社

二
十
一
の
チ
ェ
ー
ン
店
で
す
。

今
ま
で
仕
事
の
都
合
な
ど
で
、
市

役
所
税
務
課
や
金
融
機
関
の
窓
口
が

開
い
て
い
る
時
間
に
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
人
も
、
仕
事
帰
り
や

都
合
の
良
い
時
間
に
、
最
寄
り
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

納
付
書
は
一
括
し
て
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、納
期
を
ご
確
認
の
上
、

早
い
も
の
か
ら
順
番
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

口
座
振
り
替
え
が
便
利
で
す
！

納
期
が
年
に
数
回
に
分
か
れ
て
い

ま
す
の
で(

市
県
民
税
や
固
定
資
産

税
は
年
四
回
、
国
民
健
康
保
険
税
は

毎
月)

、
つ
い
納
期
を
忘
れ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。

取
引
の
あ
る
金
融
機
関
窓
口

に「
口
座
振
替
依
頼
書
」を
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
手
続
き

が
で
き
ま
す
。
う
っ
か
り
納
め

忘
れ
て
督
促
状
が
届
い
て
し
ま

う
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。
督

促
状
は
、
納
期
を
二
十
日
経
過

し
て
も
納
税
が
な
か
っ
た
人
、

全
員
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
口
座
振
り
替
え
の
場
合
、

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

の
各
税
目
ご
と
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

残
高
不
足
に
は
ご
注
意
を
！

す
で
に
口
座
振
り
替
え
に
さ
れ
て

い
る
場
合
も
、
残
額
が
不
足
し
て
し

ま
う
と
、
振
り
替
え
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
前
も
っ
て
残
額

の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
納
税
係

1
内
線
３
１
４
２
へ
。
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税
務
⑳

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
地
域
に

住
む
外
国
人
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
や
外
国
文
化
の
紹
介
を
兼
ね
た

「
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開

催
し
ま
す
。

今
回
も
、
例
年
と
同
様
に「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
と
題
し
て
、

仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
や
ゲ
ー
ム
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

簡
単
な
仮
装(

例
え
ば
、
手
袋
や

マ
フ
ラ
ー
を
す
る)

で
構
い
ま
せ
ん

の
で
、
ぜ
ひ
仮
装
を
し
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」「国際交流フェスティバル」

～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～～ハロウィンパーティー～

と
き

11
月
10
日(

土)

午
後
３
時

と
こ
ろ

ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ

参
加
費

千
円(

中
学
生
以
上)

、
五

百
円(

３
歳
以
上
小
学
生
ま
で)

※
パ
ー
テ
ィ
ー
開
演
前
に
、
ゑ
び
す

講
で
歩
行
者
天
国
を
仮
装
パ
レ
ー

ド
し
ま
す
。
パ
レ
ー
ド
参
加
希
望

者
は
、
午
後
１
時
30
分
ま
で
に

会
場
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
　
　
　

申
し
込
み

先
着
170
人
。
11
月
６
日

(

火)

ま
で
に
事
務
局
へ
、
代
金
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
市
国
際
交
流
協

会
事
務
局(

企
画
課
内)

1
内
線
３
２

２
４
へ
。
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「
犬
と
一
緒
に
何
か
を
し
て
み
た
い
。

そ
ん
な
と
き
に
出
会
っ
た
の
が
デ
ィ

ス
ク
ド
ッ
グ
で
し
た
。で
も
、最
初
の

こ
ろ
は
、
上
手
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
取
れ
ず
悩
ん
だ
こ
と
も
多
か

っ
た
ん
で
す
よ
」と
話
す
松
浦
さ
ん
。

九
月
に
沼
田
で
開
催
さ
れ
た
デ
ィ
ス

ク
ド
ッ
ク
の
全
国
大
会
で
三
位
に
入

り
、
今
月
十
日
か
ら
米
国
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
州
で
行
わ
れ
る
世
界
大
会
に
愛

犬
パ
ム(

４)

と
と
も
に
出
場
す
る
。

デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
グ
は
、
飼
い
主
が

投
げ
る
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
愛

犬
が
キ
ャ
ッ
チ
す
る
ス
ポ
ー
ツ
。
世

界
的
に
も
愛
好
者
が
多
く
、
そ
の
中

で
も
日
本
の
レ
ベ
ル
は
か
な
り
高
い
。

「
練
習
は
、
ほ
ぼ
毎
日
。
雨
の
日
も

松浦 道子さん（沼須町）

全米ディスクドッグ選手権に出場
（ドグタウンカップ2007 第３位）

第
８
回

雪
の
日
も
や
っ
て
い
ま
す
。
全
体
の

八
割
は
人
の
練
習
で
す
ね
」

愛
知
県
で
生
ま
れ
育
ち
、
東
京
で

働
い
て
い
た
松
浦
さ
ん
が
沼
田
に
移

り
住
ん
で
お
よ
そ
一
年
。

「
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。お
世
話
に
な
っ
た

人
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

お
世
話
に
な
っ
た
人
に
恩
返
し
を

１月13日(日)

申
し
込
み
が
必
要
な
い
人

◎
本
年
７
月
31
日
現
在
で
、
住
民

登
録
し
て
い
る
新
成
人

申
し
込
み
が
必
要
な
人

◎
本
年
８
月
１
日
以
降
に
住
民
登
録

の
届
け
出
を
し
た
新
成
人

◎
本
市
出
身
の
学
生
な
ど
で
、
本
市

に
住
所
は
な
い
が
、
帰
省
し
て
成

人
式
に
参
加
を
希
望
す
る
新
成
人

申
し
込
み

11
月
27
日(

火)

ま
で
に
、

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ

※
期
日
ま
で
に
申
し
込
み
が
な
い
と
、

成
人
式
の
案
内
状
の
発
送
、
記
念

品
な
ど
の
用
意
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す

案
内
状
送
付
に
つ
い
て

成
人
式
の
案
内
状
は
、
本
年
中
に

郵
送
し
ま
す
。

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日(

日)

午

後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

社会教育課社会教育係1内線３３３２

中央公民館では、11月から始まる教養教室

の受講生を募集します。

対象 市内に在住、または在勤の人

受講料 無料(教材費については実費負担)

申し込み 11月12日(月)から電話、または中

央公民館窓口へ

※受付時間は、平日の午前８時30分～午後５

時15分

※先着順、定員となり次第受け付け終了

年越しそばを自分で打ってみませんか？

※初めて受講する人を優先して募集します

とき 11月28日・12月５日・12月12日(全３

回)午後７時～９時

ところ 中央公民館第１講義室

定員 15人

講師 奥利根麺友会の皆さん

教材費 実費

中央公民館の
教養教室

中央公民館1○23０１４３

そば打ち教室



本
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推

進
を
目
的
と
し
て「
第
６
回
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
・
ぬ
ま
た
」を
開

催
し
ま
す
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
皆
さ
ん
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
実
践
者

の
活
動
状
況
発
表
の
場
と
し
て
行
う

総
合
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
地
域
福
祉
に
つ
い
て
身
近
な
と

こ
ろ
で
感
じ
て
も
ら
い
、
活
動
の
輪

が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と
き

12
月
２
日(

日)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
発
表
コ

ー
ナ
ー
、
福
祉
車
輌
展
示
会
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
ス
テ
ー
ジ
、
美
味
し
い
も
の

屋
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
1

１
９
９
０
へ
。

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
沼
田
市
ぶ
ど
う
組
合(

秋
塚
町)

→

五
万
円
▽
沼
田
市
東
部
商
工
会
女

性
部(

利
根
町)→

一
万
九
千
六
百
七

十
四
円
▽
東
京
新
聞
社(

東
京
都
千

代
田
区)→

二
万
三
百
三
十
八
円

広報ぬまた 平成19年11月１日

追
貝
八
木
節
保
存
会
は
、
大
正

時
代
、
追
貝
地
区
で
催
さ
れ
る
春

の
獅
子
舞
・
お
盆
の
八
木
節
を
追

貝
青
年
団
が
中
心
と
な
り
活
動
し

た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、

団
員
の
減
少
に
よ
り
継
承
が
難
し

く
な
り
、追
貝
郷
土
芸
能
保
存
会
、

追
貝
八
木
節
同
好
会
、
追
貝
八
木

節
保
存
会
と
時
代
と
共
に
変
わ
り

つ
つ
も
引
き
継
い
で
き
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度
に
は
追
貝
神
輿
会

か
ら
若
い
人
達
も
加
わ
り
、現
在
、

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
特
色
を
出
し
な
が
ら
活
動

を
続
け
、
充
実
し
た
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

追貝八木節保存会
会員数10人
われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�

171

14

（敬称略）

こ
の
運
動
は
、
支
援
を
必
要
と
す

る
人
た
ち
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
歳

末
時
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
や

地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
五

百
七
十
四
万
円
を
超
え
る
善
意
が
寄

せ
ら
れ
、
歳
末
見
舞
金
と
し
て
支
援

が
必
要
な
人
た
ち
に
お
贈
り
し
た
ほ

か
、
市
内
福
祉
施
設
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
や
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
歳

末
事
業
活
動
支
援
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
配
分
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
　

み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う

あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り

12月１日～12月31日

歳末たすけあい募金

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

共同募金会沼田市支会1○22１９９０

ボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまたボランティアフェスタ・ぬまた
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こ
の
バ
ザ
ー
は
、
皆
さ
ん
の
ご
家

庭
で
眠
っ
て
い
る
未
使
用
の
品
物
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
、
販
売
し
た
売

上
金
を
社
会
福
祉
事
業
に
還
元
す
る

も
の
で
す
。

昨
年
は
、
約
四
千
点
の
品
物
が
寄

せ
ら
れ
、
四
十
六
万
円
を
超
え
る
売

り
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

と
き

11
月
23
日(

金)

午
前
10
時
開

場
※
完
売
し
た
と
こ
ろ
で
終
了
し
ま
す

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル

自
然
環
境
の
分
野
に
精
通
し
た
講

師
に
よ
る
講
演
を
通
し
て
、
自
然
環

境
を
考
え
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
と
な
る

よ
う
、
尾
瀬
の
環
境
や
人
と
自
然
の

共
生
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
の

自
然
環
境
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と
き

12
月
８
日(

土)

午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ

利
根
沼
田
県
民
局
　
101
会

議
室

講
師

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館
館
長
　
岩
槻
　
邦
男
さ
ん

演
題

尾
瀬
に
見
る
人
と
自
然
の
共
生

参
加
費

無
料

定
員

100
人(

先
着
順)

申
し
込
み
方
法

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
の

い
ず
れ
か
で

申
込
先

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン

タ
ー
〒
371-

０
０
３
２
前
橋
市
若

宮
町
１-

１
３-

２
1
０
２
７(

２
３

０)

１
０
８
５
、
フ
ァ
ク
ス
０
２

７(

２
３
０)

１
０
９
４
、
Ｅ
メ
ー

ルgunm
a-housou@

u-air.ac.

jp詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
４
へ
。

自
然
環
境
に
関
す
る
特
別
講
演
会

「
尾
瀬
に
見
る
人
と
自
然
の
共
生
」

〜
尾
瀬
国
立
公
園
誕
生
を
記
念
し
て
〜

社
会
福
祉
協
議
会

1
○
１
９
９
０

22

第
21
回
　
福
祉
バ
ザ
ー

少子・高齢社会と税 国税電子申告・納税システム(e-Tax)とは

税務行政の現状と取り組み

わが国においては、少子・高齢化が著しいスピードで進ん

でいます。少子化社会白書によると、2050年の人口構成は、

高齢者(65歳以上)１人に対して生産年齢人口(15歳から65

歳未満人口)は1.5人と、｢超少子高齢社会｣のものに変わっ

てしまいます。

このような社会では、労働力人口の減少や、年金・医療な

どの社会保障関係費の増大が見込まれ、公的サービスの財源

となる税の役割はますます重要になります。

○国税に関する各種手続き

①所得税、法人税、消費税、酒税および印紙税の申告

②全税目の納税

③申請・届け出など

が自宅やオフィスからインターネットなどを通じて行うこ

とができます！

○特に源泉所得税の毎月納付や消費税の中間申告・納付な

ど、利用回数の多い手続きには便利です！

このような現状を踏まえると、IT化の進展に即応した、納

税者にとってより便利で、税務当局にとってより事務の簡素

化・効率化などにつながる汎用性のある申告手段を普及させ

ていく必要があります。

国税庁においては、国税庁ホームページの｢確定申告書等

作成コーナー｣などによりIT化に対応した利便性の向上を図

ってきましたが、e-Taxの普及により納税者サービスの一層

の充実を図っていきます。

個人は、更に便利！

①ホームページからカンタン申告

②最高5,000円の税額控除

③添付書類が提出不要

④還付金がスピーディー

国税庁では、毎年11月11日から11月17日までを｢税

を考える週間｣と定め、各種の広報・広聴活動を行って

います。

平成19年度は、昨年に引き続き、｢少子・高齢社会

と税｣をテーマとして、少子・高齢社会における税の

意義や役割などについて考えてもらうための情報を提

供するとともに、国税庁における当面の最重要課題である｢国税電子申告・納税システム(e-Tax)の周知および利用促進｣

に重点的に取り組みます。

税
を考える週間

税務課納税係1内線３１４２

11月11日(日)～11月17日(土)
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ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

10月６日(土)

最高の笑顔に感動！
｢劇団　夢の架け橋｣第１回演劇公演

仲間と一緒に一つのものを創り上げてきた劇
団員の達成感が舞台から伝わり、全員からあ
ふれ出る最高の笑顔に皆、感動していました。

９月23日(日)

友好の音色に包まれて♪
太田市沼田市親善交流演奏会

音楽を通じて両市の友好を深めようと、交流
演奏会が初めて開催されました。どの演奏も
素晴らしく、満員の観衆を魅了していました。

９月21日(金)～９月30日(日)

事故のない社会へ
秋の全国交通安全運動

交通安全を呼び掛けるイベントを市内各地で
開催。華やかな沼東小マーチングバンドの演
奏を先頭に交通安全パレードが行われました。

広報ぬまた 平成19年11月１日

ジュネス

 

 

( )

ジュネス

 

 

( )

ジュネス
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ジュネス

 

 

( )
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キンボールやスマイルボウリングなどのニュ
ースポーツが集結。多くの人が新感覚のスポ
ーツを体験し、さわやかな汗を流しました。

10月20日(土)

”新感覚”スポーツを体験
集まれスポーツ広場

利根町出身の児童文学作家、宮川ひろさんに
関係する資料を中央公民館に展示。21日に
は講演会が行われ、多くの人が訪れました。

10月16日(火)～28日(日)

ふるさとの芸術に触れて
宮川ひろ展

10月10日(水)

式典前には、｢こどもきっさ｣で皆さんをおも
てなししました。式典では、園児58人全員で大
合唱。元気な歌声が幼稚園に響きました。

利南東幼稚園
創立39周年・独立20周年記念式典

ジュネス

 

 

( )



ご
家
族
や
お
友
達
と
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

11
月
24
日(

土)

午
後
２
時
30

分
開
演

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル(
東
原
新
町)

演
題
「
医
療
現
場
か
ら
見
え
て
く

る
男
女
共
同
参
画
」

講
師

内
科
医
　
お
お
た
わ
　
史
絵

さ
ん

主
催

沼
田
市
・
北
毛
地
域
人
権
啓

発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

参
加
費

無
料(

申
し
込
み
不
要
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い)

※
託
児
が
有
り
ま
す(

要
電
話
予
約)

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
政
策
調

整
係
1
内
線
３
２
２
４
へ
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
に

向
け
、
平
成
二
十
年
度
に
事
業
所
の

開
設
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
次
の
圏
域
・
サ

ー
ビ
ス
に
事
業
所
開
設
の
意
向
の
あ

る
人
は
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

沼
田
東
部
圏
域

夜
間
対
応
型
訪
問

介
護
／
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

／
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

／
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

沼
田
北
部
圏
域

認
知
症
対
応
型
通

所
介
護
／
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護

と
き

11
月
30
日(

金)

午
後
３
時

と
こ
ろ

市
役
所
東
原
庁
舎
２
階
会

議
室(

東
原
新
町)

詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
福
祉
課
介

護
保
険
係
1
内
線
７
７
２
６
３
へ
。

市
発
注
の
建
設
工
事
、
測
量
・
設

計
・
調
査
な
ど
の
委
託
業
務
や
、
物

品
の
購
入
お
よ
び
製
造
の
請
負
な
ど

の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者

は
、
次
の
参
加
資
格
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
の
種
類
と
申
請
期
間

建
設
工
事

平
成
20
年
１
月
７
日(

月)

〜
２
月

４
日(

月)

測
量
・
調
査
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
の
委
託
業
務

平
成
19
年
11
月
26
日(

月)

〜
12
月

21
日(

金)

物
品
の
製
造
・
販
売
・
購
入
お
よ
び

役
務
の
提
供
な
ど

平
成
19
年
10
月
22
日(

月)

〜
11
月

22
日(

木)

※
申
請
期
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す

有
効
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日

〜
平
成
22
年
３
月
31
日(

２
年
間)

申
請
方
法
「
ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共

同
シ
ス
テ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
トht

tps://portal.g-ebid
.e-gu

n
m

a.lg.jp/

」か
ら
電
子
申
請
し
て
く

だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
契
約
検
査
課
契

約
係
1
内
線
３
２
７
３
へ
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
シ
ス
テ
ム
機
器
更
改
作
業

に
伴
い
十
一
月
十
五
日(

木)

と
十
六

日(

金)

の
二
日
間
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
発
行
や
住
民
票
の
広
域
交

付
、
電
子
証
明
書
の
発
行
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
市
民
係

1
内
線
３
１
２
４
へ
。

と
き

11
月
10
日(

土)

午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル(

東
原
新
町)

講
師

沼
田
市
生
活
課
長
　
織
田
澤

清
さ
ん

内
容

①
沼
田
市
環
境
政
策
の
説
明

②
参
加
者
に
よ
る
意
見
交
換
会

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
課
廃
棄
物

対
策
係
1
内
線
７
７
３
７
３
、
ま

た
は
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
ズ
ぐ
ん
ま

事
務
局
1
０
２
７(

３
２
６)

６
６
７

７
へ
。

18

広報ぬまた 平成19年11月１日

お
知
ら
せ

沼
田
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
説
明
会

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

(

電
子
申
請)

を
受
け
付
け
ま
す

沼
田
市
環
境
政
策
懇
談
会

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
一
時
運
行
休
止
に
つ
い
て

11／17(土)
「かしのきホテル」

場所 図書館３階おはなしのへや
時間 午後２時30分から

11月

おおたわ史絵さん



市
で
は
、
勤
労
者
の
福
祉
向
上
の

た
め
勤
労
者
生
活
資
金
の
融
資
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

市
内
に
一
年
以
上
居
住
ま

た
は
市
内
の
同
一
事
業
所
に
一
年

以
上
継
続
し
て
勤
務
し
て
い
る
人

用
途

医
療
費
、
冠
婚
葬
祭
費
、
教

育
費
、
耐
久
消
費
財
購
入
費
な
ど

融
資
限
度
額

150
万
円

融
資
期
間

５
年
以
内

融
資
利
率

2.1
パ
ー
セ
ン
ト
（
別
途

保
証
料
が
必
要
）

申
し
込
み

中
央
労
働
金
庫
沼
田
支

店
へ(

労
働
金
庫
所
定
の
審
査
が
あ

り
ま
す)

詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課
商

業
振
興
係
1
内
線
３
２
５
３
、
ま
た

は
中
央
労
働
金
庫
沼
田
支
店
1

２

２
１
１
へ
。

若
年
者
を
三
カ
月
間
試
行
的
に
雇

用
し
た
市
内
中
小
企
業
者
に
対
し
て

奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
若
年
者

沼
田
公
共
職
業
安
定

所
に
求
職
登
録
し
て
い
る
15
歳

以
上
35
歳
未
満
の
市
内
在
住
者

奨
励
金
の
額

１
人
に
つ
き
１
万
２

千
５
百
円(

１
カ
月)

。

※
１
事
業
所
５
人
を
限
度

申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
て
、
国
の
支
給
決

定
通
知
書
を
受
け
た
日
か
ら
30

日
以
内
に
、
商
工
観
光
課
工
業
振

興
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
５
５
へ
。

＝
中
退
共
制
度
の
特
色
＝

▽
国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・

有
利
で
す
▽
適
格
退
職
年
金
制
度
か

ら
の
移
行
先
と
な
っ
て
ま
す
▽
掛
け

金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
▽
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
も
加
入
で
き
ま

す
▽
掛
け
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課

税
に
な
り
ま
す
▽
過
去
の
勤
務
期
間

通
算
や
企
業
間
を
転
職
し
た
場
合

に
、
通
算
で
き
ま
す
▽
掛
け
金
は
預

金
口
座
か
ら
自
動
振
り
替
え
と
な

り
、
退
職
金
は
退
職
者
に
直
接
支
払

わ
れ
る
の
で
管
理
が
簡
単
で
す

詳
し
い
こ
と
は
、
中
退
共
の
退
職

金
相
談
コ
ー
ナ
ー
1
０
３(

３
４
３

６)

４
３
５
１
へ
。

市
で
は
、
県
の
特
定
疾
患
医
療
給

付
、
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
給
付
を
現
在
受
け
て
い
る
人
や
、

人
工
肛
門
、
人
工
ぼ
う
こ
う
の
手
術

を
受
け
た
人
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま

す
。
該
当
す
る
人
は
、
社
会
福
祉
課

障
害
福
祉
係(

市
役
所
東
原
庁
舎)

へ

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
継
続
し
て

支
給
を
受
け
る
人
は
受
給
者
証
の
写

し
の
提
出
が
必
要
で
す
。

用
意
す
る
も
の

医
療
受
給
者
証(

平
成
19
年
10
月

１
日
以
降
の
受
給
者
証
に
限
る)

、

印
鑑
、
預
金
通
帳

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

７
２
６
８
、
白
沢
町
市
民
課
1
内
線

３
３
、
利
根
町
市
民
課
1
内
線
４
３

へ
。
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11月 と　　き と　　　こ　　　ろ
10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:50
11 : 00～11:25
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :40
1 : 50～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 15～ 2 :45
2 : 50～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :45
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45

利 根 川 水 系 総 合 調 査 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校

11月３.５.12.19.23.26.28～30日／
12月１～４.10.17.24.26.29～31日

22日（木）

21日
（水）

20日
（火）

16日
（金）

15日
（木）

14日
（水）

13日
（火）

８日
（木）

９日
（金）

７日
（水）

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日

勤
労
者
の
皆
さ
ん
へ

ご
利
用
く
だ
さ
い

若
年
層
ト
ラ
イ
ア
ル

雇
用
支
援
奨
励
金
制
度

中
退
共
制
度(

中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度)

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

特
定
疾
患
な
ど
の
患
者
さ
ん
へ

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

電話番号は、

市　役　所　23 ２１１１

白沢町振興局　53 ２１１１

利根町振興局　56 ２１１１



十
一
月
十
二
日(

月)

か
ら
十
八
日

(

日)

ま
で
を「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
強
化
週
間
」と
し
て
、「
職
場

に
お
け
る
男
女
差
別
」「
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」「
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
」な
ど
あ
ら
ゆ
る
女
性

の
人
権
に
関
す
る
相
談
・
悩
み
ご
と

に
つ
い
て
の
電
話
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

対
応
は
、
法
務
局
職
員
と
人
権
擁

護
委
員
が
あ
た
り
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

電
話
番
号

０
５
７
０(

０
７
０)
８

１
０(

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で

き
ま
せ
ん)

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
７
時(

土
・
日
曜
日
は
午
前
10

時
〜
午
後
５
時)

詳
し
い
こ
と
は
、
前
橋
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
1
０
２
７(

２
２
１)

４
４
２
６
へ
。

市
内
の
国
・
県
・
市
指
定
文
化
財

と
奈
良
古
墳
群
の
発
掘
調
査
の
概
要

を
紹
介
す
る
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。
秋
の
ひ
と
と
き
、
郷
土
の
文
化

財
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

11
月
７
日(

水
）〜
15
日(

木)

(

11
月
11
日(

日)

は
除
く)

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
展
示
ホ

ー
ル

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課
文

化
財
保
護
係
1

７
５
６
５
へ
。

初
め
て
の
出
産
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
な
る
人

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

と
き

12
月
15
日(

土)

午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

①
ビ
デ
オ「
お
父
さ
ん
へ
」②

妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
の
講
話
③

お
父
さ
ん
の
妊
娠
体
験(

妊
娠
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
使
用)

④
赤
ち
ゃ

ん
の
お
風
呂
実
習

対
象

初
め
て
出
産
を
迎
え
る
夫
婦

で
沼
田
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

定
員

16
組(

先
着
順)

申
し
込
み

11
月
５
日(

月)

か
ら
健

康
課
保
健
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
０
２
へ
。

十
一
月
は
、計
量
強
調
月
間
で
す
。

計
量
検
定
所
で
は
、
ご
家
庭
の
体

重
計
、
血
圧
計
、
体
温
計
や
料
理
用

の
は
か
り
な
ど
の
無
料
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
県
計
量
検

定
所
1
０
２
７(

２
６
３)

２
４
３
６

へ
。群

馬
県
最
低
賃
金
は
県
内
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

産
業
別(

鉄
鋼
業
な
ど
四
業
種)

最
低

賃
金
は
別
に
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室
1
０
２
７(

２
１

０)

５
０
０
５
、
ま
た
は
沼
田
労
働

基
準
監
督
署
1

０
３
２
３
へ
。

こ
の
資
金
は
　
中
小
企
業
者
の
季

節
的
な
資
金
需
要
に
応
え
る
た
め
の

も
の
で
す
。

対
象

年
末
の
季
節
商
品
の
仕
入
れ

外
注
費
支
払
い
な
ど
の
短
期
運
転

資
金
を
必
要
と
す
る
中
小
企
業
者

資
金
使
途

運
転
資
金

融
資
限
度
額

１
千
万
円

利
率

1.9
パ
ー
セ
ン
ト
以
内(

年)

融
資
期
間

五
カ
月
以
内

申
込
期
限

平
成
20
年
１
月
31
日

(

木)

申
込
先

信
用
金
庫
、
信
用
組
合

詳
し
い
こ
と
は
、
前
記
申
込
先
、

ま
た
は
県
庁
商
政
課
1
０
２
７(

２

２
６)

３
３
３
２
へ
。
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広報ぬまた 平成19年11月１日

お
知
ら
せ

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

沼
田
市
文
化
財
展
を
開
催

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
講
座

両
親
学
級
を
開
催

体
重
・
血
圧
は
正
確
に
計
れ
ま
す
か

中
小
企
業
季
節
資
金

今
す
ぐ
確
認
！
最
低
賃
金

１
時
間
　
664
円

いつもニコニコ、笑顔が素
敵

な、しおんちゃん。お父た
んの

ひざの上で、お歌を歌って
あげ

るのが大好き。お姉さんの
結婚

式で着たピンクのドレスが
お姫

様みたいでとってもお気に
入り。

また着れるといいな。(薄
根町)

野村　梓
し

音
おん

ちゃん（２歳５カ月）

���
���

月　 口唇ヘルペス
火　 ドライマウス・口腔乾燥症
水　 唾液のはたらき
木　 増えている若者の歯周病
金　 糖尿病による目の合併症
土･日 降圧剤のはなし

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
８日(木)眼科・皮膚科と14日(歯科)です。午後
７時30分から９時まで。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�
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十
一
月
十
五
日(

木)

か
ら
来
年
二

月
十
五
日(

金)

ま
で
狩
猟
が
解
禁
に

な
り
ま
す
。
シ
カ
に
つ
い
て
は
、
生

息
地
域
が
拡
大
し
て
お
り
、
農
業
被

害
が
深
刻
な
こ
と
か
ら
、
生
息
数
を

減
ら
す
対
策
と
し
て
、
沼
田
市
を
含

む
県
北
東
部
地
域
で
来
年
二
月
二
十

九
日(

金)

ま
で
狩
猟
期
間
が
延
長
さ

れ
ま
す
。
期
間
中
は
県
内
外
か
ら
多

く
の
ハ
ン
タ
ー
の
入
猟
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

県
で
は
標
識
の
設
置
や
チ
ラ
シ
配

布
な
ど
ハ
ン
タ
ー
に
注
意
を
呼
び
掛

け
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
ハ
ン
タ
ー
に

識
別
さ
れ
や
す
い
服
装
や
帽
子
を
着

用
す
る
な
ど
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
沼
田
県
民

局
利
根
環
境
森
林
事
務
所
1

４
４

８
１
へ
。

脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
話

題
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
脳
を
鍛
え

る
と
は
一
体
ど
う
い
っ
た
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
。
脳
の
働
き
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
関
す
る
本
を
集
め
ま
す
。

と
こ
ろ

図
書
館
２
階
一
般
閲
覧
室

テ
ー
マ
「
脳
を
活
性
化
す
る
」

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。

市
立
図
書
館
と
各
公
民
館
図
書
室

は
、
館
内
の
特
別
整
理
の
た
め
十
一

月
二
十
八
日(

水)

か
ら
十
二
月
四
日

（
火)

ま
で
休
館
に
な
り
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
期
間
中
に
本
を
返
却
す

る
場
合
は
、
市
立
図
書
館
の
正
面
玄

関
左
側
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
視
聴
覚
資
料
は
壊
れ
や

す
い
の
で
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
は
入
れ

ず
に
、
後
日
、
返
却
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

戻
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。

フ
ァ
イ
ト
ぐ
ん
ま
推
進
会
議
で

は
、
利
根
沼
田
地
域
の
食
に
か
か
わ

る
各
種
団
体
と
協
働
し
て
、
郷
土
料

理
の
調
査
・
研
究
の
成
果
を
発
表

し
、
ぐ
ん
ま
の
農
産
物
・
郷
土
料
理

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
開
催
し
ま
す
。
参

加
は
無
料
で
す
。

と
き

11
月
25
日(

日)

午
前
11
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル(

東
原
新
町)

内
容

試
食
会

お
や
き
・
け
ん
ち
ん
汁
・

だ
ん
ご
汁
な
ど
12
品
の
試
食
会

実
演

利
根
実
業
高
校
生
に
よ
る

「
手
打
ち
そ
ば
」や「
餅
つ
き
」

講
演
「
ぐ
ん
ま
の
伝
統
食
材
日
記
」

講
師

上
毛
新
聞
社
記
者
　
関
口

健
太
郎
さ
ん

発
表
会

利
根
実
業
高
校
生
に
よ
る

「
そ
ば
」に
つ
い
て
の
研
究
発
表
な

ど
※
郷
土
料
理
食
材
販
売
や
郷
土
料
理

レ
シ
ピ
集
の
配
布
も
行
い
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
フ
ァ
イ
ト
ぐ
ん

ま
推
進
会
議
事
務
局(

県
庁
地
域
創

造
課
内)

1
０
２
７(

２
２
６)

２
３
７

３
へ
。

使
用
期
間
の
長
い
家
電
製
品
に
よ

る
火
災
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

家
電
製
品
を
使
用
す
る
と
き
は
、
必

ず
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
1

１
５
０
０
へ
。

と
き

11
月
29
日(

木)

午
後
１
時
30

分
〜

と
こ
ろ

利
根
沼
田
県
民
局
庁
舎
101

会
議
室

講
師

群
馬
大
学
教
育
学
部
准
教
授

結
城
　
恵
さ
ん

内
容

地
域
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
よ

う
定
員

80
人(

先
着
順)

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
県
新
政
策

課
多
文
化
共
生
支
援
室
1
０
２
７

(

２
２
６)

２
３
１
８
へ
。

公園に出掛けるのがとっても
大好きなひなたくん。おもちゃ
の車に乗って走り回ったり、み
んなとブランコしたり。10月
13日の結婚式で、パパとママと
一緒にみんなの風船を割って、
とても感動しました！(下久屋町)

青木　陽
ひ

向
なた

くん（２歳７カ月） 狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す

11
・
12
月
の

図
書
館
の
特
集
コ
ー
ナ
ー

ぐ
ん
ま
の
元
気
づ
く
り
事
業

元
気
が
出
る
食
活
動
成
果
発
表
会

家
電
製
品
の
点
検
を
！

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

秋
季
特
別
整
理
期
間
で

図
書
館(

室)
が
休
館
に
な
り
ま
す
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「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
」か
ら
十
二

年
が
経
過
し
ま
す
が
、
警
視
庁
特
別

手
配
被
疑
者
三
人(

平
田
信
、
高
橋

克
也
、
菊
地
直
子)

は
依
然
と
し
て

逃
亡
中
で
す
。
こ
の
指
名
手
配
被
疑

者
の
発
見
に
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

必
要
で
す
。
情
報
は
ど
ん
な
も
の
で

も
結
構
で
す
。
警
察
へ
の
通
報
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
警
察
署
1

�
０
１
１
０
へ
。
群
馬
県
警
察
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.p
o
lice.

pref.gunm
a.jp

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
校
の
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と

退
職
校
長
の
親
睦
団
体「
沼
田
市
桔

梗
ク
ラ
ブ
」で
は
、
文
化
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
き

11
月
16
日(

金)

午
後
５
時
30

分
〜(

５
時
受
け
付
け
開
始)

と
こ
ろ

ホ
テ
ル「
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ
」

講
師

ね
ち
ず
ん
村
Ｉ
Ｔ
キ
ッ
ズ
・

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　
下
田
毬
子

さ
ん

内
容
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
便

性
と
危
険
性
」

入
場
料

無
料

申
し
込
み

桔
梗
ク
ラ
ブ
会
員
は
各

地
区
幹
事
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
は
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
一
般
の
人

は
桔
梗
ク
ラ
ブ
事
務
局
1

３
５

８
６
へ
。

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局(

市

教
育
研
究
所
内)

へ
。

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
群
馬
セ
ン

タ
ー
で
は
、
再
就
職
を
目
指
す
人
の

職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象

再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人

で
、
技
能
習
得
の
意
欲
の
あ
る
人

(

年
齢
制
限
な
し)

訓
練
科

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
生
産
技
術
科
、

情
報
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
科
、
生

産
経
営
実
務
科
ほ
か

訓
練
機
関

６
カ
月(

平
成
20
年
１

月
〜
６
月)

会
場

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
群
馬

セ
ン
タ
ー(

高
崎
市
山
名
町)

定
員

15
〜
20
人(

訓
練
科
に
よ
り

異
な
る)

費
用

無
料(

資
料
代
受
講
者
負
担)

申
し
込
み

11
月
28
日(

水)

ま
で
に

居
住
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク(

公
共
職
業
安
定
所)

へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー
訓

練
課
1
０
２
７(

３
４
７)

３
７
３
６

へ
。市

で
は
、
来
年
四
月
か
ら
勤
務
で

き
る
公
立
保
育
園
の
保
育
士
を
募
集

し
ま
す
。

保
育
士

若
干
名

勤
務
条
件

一
週
間
の
勤
務
時
間
が

40
時
間
で
、
一
日
の
勤
務
時
間
が

８
時
間
の
常
勤
の
臨
時
職
員(

通

年
３
年
ま
で
更
新
可
、
社
会
保
険

加
入)

賃
金

日
給
６
千
５
百
円

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
1
内
線
７
７
２
５
７

へ
。

二
等
陸
・
海
・
空
士

18
歳
以
上

27
歳
未
満
／
年
間
を
通
じ
て

試
験
日
・
場
所

11
月
17
日(
土)

／

相
馬
原
駐
屯
地
・
12
月
15
日(
土)

／
新
町
駐
屯
地

自
衛
隊
生
徒

中
卒(

見
込
み
を
含

む)

17
歳
未
満
の
男

受
付
期
間

11
月
１
日(

木)

〜
平
成

20
年
１
月
８
日(

火)

試
験
日
・
場
所

平
成
20
年
１
月

12
日(

土)

／
前
橋
市
南
町「
勢
多

会
館
」

詳
し
い
こ
と
は
、
自
衛
隊
沼
田
地

域
事
務
所
1

４
１
１
１
へ
。
自
衛

隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジh
ttp
://w

w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/

pco/gunm
a

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き

12
月
18
日(

火)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所
２

階(

利
根
沼
田
県
民
局)

対
象

18
歳
未
満
の
人

実
施
内
容

・
子
ど
も
の
非
行
・
家
庭
で
の
養
育

や
し
つ
け
・
言
葉
や
発
達
の
遅

れ
、
性
格
な
ど
の
相
談

・
療
育
手
帳
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

な
ど
を
受
け
る
た
め
の
判
定
や
診

断
申
し
込
み

11
月
30
日(

金)

ま
で
に

社
会
福
祉
課
内
家
庭
児
童
相
談
室

へ詳
し
い
こ
と
は
、
同
相
談
室
1
内

線
７
７
２
０
１
へ
。

精
神
科
医
師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

な
ど
が
心
の
病
気
や
不
安
・
悩
み
を

持
つ
人
の
電
話
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き

11
月
11
日(

日)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

専
用
電
話

０
２
７(

２
９
０)

２
９

２
０
　

費
用

無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
県
精
神
保

健
福
祉
協
会
事
務
局(

群
馬
県
こ
こ

ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
内)

1
０
２
７

(

２
６
３)

１
１
６
６
へ
。

保
健
師
が
必
要
に
よ
り
脳
の
働
き

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と
き

12
月
６
日(

木)

午
前
10
時
〜

と
午
後
１
時
30
分
〜(

２
回)

と
こ
ろ

利
根
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階

申
し
込
み

高
齢
福
祉
課
介
護
予
防

係
へ
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
４
２
へ
。

広報ぬまた 平成19年11月１日

お
知
ら
せ

指
名
手
配
捜
査
に
ご
協
力
を

募
　
　
集

職
業
訓
練
生
募
集

臨
時
職
員(

保
育
士)

募
集

中
央
児
童
相
談
所
の
巡
回
相
談

こ
こ
ろ
の
相
談

も
の
忘
れ
健
康
相
談

自
衛
官
等
採
用
試
験

文
化
講
演
会

相
　
　
談
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種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所対　　象　　者　　等

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０２、健康課予防係1内線７６２０７
利根町振興局市民課1内線４３

市役所1○23２１１１　白沢町振興局1○53２１１１　利根町振興局1○56２１１１

さわやか健康チェック

市 民 献 血

母子健康手帳交付

両 親 学 級

12月19日(水)

12月 ５日(水)

12月 ５日(水)

12月４日(火)

午後０時45分～１時45分

午前９時30分～10時30分

午後２時～２時30分

午前10時～11時30分

午前８時30分～11時30分

午後１時～４時

(予約制)
初めて出産を迎える夫婦が対象。

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分

午前９時30分～11時

午後１時～３時

午前９時30分～11時

午後１時～１時45分

12月の市民献血はお休みです。

利根保健福祉センター

市役所市民ホール

市保健福祉センター

市保健福祉センター

市保健福祉センター

月曜日～金曜日
（祝日を除く）

４ カ 月 児

1 0 カ 月 児

こあらクラブ

２歳児歯科相談

４ カ 月 児

1 0 カ 月 児

１歳６カ月児

３ 歳 児

エンゼルクラブ

わんぱくクラブ

２歳児歯科相談

全地区。体脂肪率、血圧測定など

保健ガイド 12月

ポリオ以外の予防接種は医療機関で実施しています。
詳しくは｢予防接種のお知らせ｣｢予診票綴｣｢予防接種と子どもの健康｣をご覧ください。

◎高齢者(65歳以上)インフルエンザ予防接種を実施します。かかりつけ医にご相談ください。

ふれあい福祉センター

12月の休館日
3．10．17．24．31日

1 23 ３４９７

ふれあい福祉センター健康相談
とき 11月14日(水)／午前10時
～11時30分
内容 血圧測定・握力測定
とき 12月13日(木)／午前10時
～11時30分
内容 血圧測定
ところ ふれあい福祉センタ－

とき 11月5日･12日･19日･26日、12月3日
･10日･17日･25日／午後1時～3時

ところ 市保健福祉センター相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前９時～午
後５時

ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室1内線
７７２０１

とき 11月21日(水)、12月19日(水)午後1時
30分～4時／電話で予約を受け付けていま
す。※沼田市民に限ります。社会福祉課社
会係(東原庁舎内)1内線７７２４２へ

ところ 市保健福祉センター２階相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前８時30
分～午後５時

ところ 青少年育成相談センター(中央公民館
２階事務室隣)
電話相談の場合は、1○23５４１１へ

とき 11月6日･13日･20日･27日の火曜日／
午前９時～午後４時

ところ 中央公民館学習相談室

とき 11月1日･15日、12月6日･20日日の木曜
日／午前10時～正午､午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日／午前10時～正午、午後１
時～３時

ところ 市役所市民相談室

ふれあい総合相談
(心配ごと･結婚･人権相談など)

家庭児童相談
(児童の養育や家庭の諸問題に関する相談)

法律相談(弁護士による相談）

青少年相談(友達・学校・家庭のことな
ど青少年健全育成に関する相談)

生涯学習相談
(趣味・実用講座に関する相談)

年金相談(国民・厚生年金保険などの相談)

就業援助相談(内職相談など)

そうだん

12月の予防接種

健

康

診

査

育
児
相
談

健康
診査

育児
相談

平成19年８・９月生まれ

平成19年１・２月生まれ

幼児と保護者

平成17年10～12月生まれ

全市対象

本庁・白沢町振興局管内の人

利根町振興局管内の人

妊娠届出書をご持参ください。

12月12日(水) 

12月18日(火)

12月20日(木)

12月13日(木)

12月７日(金)

12月21日(金) 

12月21日(金) 

12月15日(土)

平成19年７月15日～８月 ９日生まれ

平成19年２月11日～３月10日生まれ

平成18年５月23日～６月28日生まれ

平成16年９月14日～９月20日生まれ

乳児(1歳未満)

幼児と保護者

平成17年12・平成18年１月生まれ

歯科健診・歯科相談・フッ素塗布を実施。持ち物：お子さんの歯ブラシと母子手帳

歯科健診・歯科相談・フッ素塗布を実施。持ち物：お子さんの歯ブラシと母子手帳
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「
花
の
街
　
ぬ
ま
た
」
へ

猛
暑
だ
っ
た
夏
か
ら
秋
本
番

へ
と
極
端
な
温
度
差
に
季
節
の

移
り
変
わ
り
を
感
じ
ま
す
。
北

極
の
氷
も
予
想
を
上
回
る
ス
ピ

ー
ド
で
凍
け
て
い
る
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
を
耳
に
し
ま
し
た
。
地

球
温
暖
化
に
よ
る
季
節
の
変
化

に
は
、
誰
も
が
関
心
あ
る
と
思

い
ま
す
。
い
よ
い
よ
紅
葉
も
見

頃
を
迎
え
、
行
楽
地
は
多
く
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
始
め
ま
し

た
。
今
秋
の
紅
葉
は
鮮
や
か
な

も
の
が
期
待
で
き
る
よ
う
で
す
。

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
秋
味
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

国民健康保険税

上下水道使用料

国民年金保険料

８　期

４　期

10月分

納期限　11月30日(金)

今月の納税など

24

「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
３
７
８
　
８
５
０
１

群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
７
８
０

1
０
２
７
８

２
１
１
１
　
5
０
２
７
８

５
１
７
９
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

「
沼
田
を
花
の
咲
く
き
れ
い
な
街
に

し
た
い
」と
、
島
田
富
造
さ
ん(

西
倉

内
町)

が
三
年
前
か
ら
始
め
た
活
動
。

菊
の
会
の
協
力
を
得
て
、
年
々
規
模

を
拡
大
し
、
今
年
は
約
二
百
二
十
鉢

の
菊
が
市
内
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

「
花
は
水
が
大
事
、
水
を
あ
げ
れ

ば
花
は
応
え
て
く
れ
る
」「
将
来
、
さ

ま
ざ
ま
な
花
が
季
節
を
彩
る
街
に
し
た

い
」と
島
田
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

本庁舎・北庁舎・東庁舎が
ISO 14001を認証取得

○23

○24

紅
葉
前
線

古来より、巨石や巨樹には神の霊が宿るとされ信仰の対象とされてきた。沼田市内にも縁起や伝説
が今も語られ、崇

すう

拝
はい

の念をおこさせる石や木を多く見ることができる。忽
こつ

然
ぜん

と実に存在感を誇示し、
見るものを圧倒する諏訪石は沼須町西部武井家の畑地にその姿を見せる。片品川の河川敷であちこち
に沼の州があったことから｢沼須｣という名が付いたといわれる場所。この大石は大水などの流れにび
くともせずここに残されたに違いなく、先人達は農業の要である水を司る諏訪信仰の神をこの石に見
たのであろう｢お諏訪様｣として崇

あが

めている。夕陽の頃、逆光の中でこの石を見るとお諏訪様の使いの
蛇が頭をもたげ、とぐろを巻いているように見えるともいわれる。 (沼田市文化財調査委員：金井竹徳)

シリーズ ⑯

諏　訪　石　(沼須町)
す　　　わ　　 いし


